
武
士
道
の
真
髄
を
読
む
。

【
葉
隠

精
読
会
】

講
師

: 
水
野
聡

(

能
文
社)

新
現
役
ネ
ッ
ト

平
成
十
九
年
一
月
度
講
座

第
一
回

体
験
講
座

1
月
25
日
（
木
）
一
八:
〇
〇
～
一
九:

三
〇
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葉
隠
と
は

と
も
に
剃
髪
し
て
出
家
。
以
降
、
金
立
山
黒
土
原
に
隠
棲
す

る
。十

年
後
の
宝
永
七
年
、
葉
隠
筆
録
者
、
田
代
陣
基
の
訪
問

を
受
け
る
。
そ
の
後
、
約
七
年
間
に
わ
た
り
陣
基
に
、
葉
隠

の
原
話
を
語
っ
て
聞
か
せ
、
享
保
元
年(

一
七
一
六)

頃
完
成

を
み
る
。
享
保
四
年
、
六
十
一
歳
に
て
生
涯
を
終
え
る
。
戦

の
な
い
太
平
の
世
に
、
古
き
鍋
島
侍
の
矜
持
を
守
り
、
「
葉

隠
武
士
道
」
を
身
を
も
っ
て
貫
い
た
一
生
で
あ
っ
た
。

山
本
常
朝
と
は

江
戸
元
禄
年
間
の
佐
賀
藩
士
。
万
治
二
年(

一
六
五
九)

、

代
々
鍋
島
家
忠
臣
の
家
、
山
本
神
右
衛
門
重
澄
の
末
子
と
し

て
生
ま
れ
る
。
重
澄
七
十
歳
の
子
で
あ
る
。
生
ま
れ
な
が
ら

病
弱
で
、
父
親
は
「
塩
売
り
の
子
に
で
も
く
れ
て
や
ろ
う
」

と
し
た
が
、
組
頭
に
留
め
ら
れ
松
亀
と
名
付
け
ら
れ
育
て
ら

れ
た
。
九
歳
で
藩
主
光
茂
付
き
の
小
僧
と
し
て
召
し
出
さ
れ
、

名
を
不
携
と
変
え
る
。
十
三
歳
で
市
十
と
改
名
、
小
姓
役
と

な
る
。
二
十
歳
で
元
服
、
権
之
丞
と
改
め
、
御
書
物
役
手
伝

い
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
主
君
に
一
時
役
目
を
解
か
れ
奉
公

を
離
れ
る
。
こ
の
頃
、
高
名
な
朱
子
学
者
石
田
一
鼎
、
鍋
島

菩
提
寺

高
伝
寺
住
持
の
湛
然
和
尚
等
と
親
交
を
深
め
薫
陶

を
受
け
る
。
二
十
八
歳
で
再
び
召
し
出
さ
れ
、
江
戸
書
写
物

御
用
、
京
都
詰
御
書
物
役
を
勤
め
る
こ
と
と
な
る
。

元
禄
十
三
年(

一
七
〇
〇)

、
藩
主
依
頼
の
「
古
今
伝
授
」

を
京
都
か
ら
佐
賀
の
光
茂
へ
と
も
た
ら
す
。
が
、
光
茂
は
こ

れ
を
拝
受
し
た
後
、
十
五
日
で
他
界
。
常
朝
は
主
君
逝
去
と
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葉
隠
と
は

う
に
な
り
、
「
鍋
島
論
語
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
明
治
中
期
以

降
、
新
渡
戸
稲
造
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
出
版
さ
れ
た

英
語
の
書
『
武
士
道
』
が
逆
輸
入
紹
介
さ
れ
、
当
時
の
大
和

魂
な
ど
精
神
主
義
の
風
潮
が
高
ま
る
と
共
に
も
て
は
や
さ
れ

た
。
昭
和
に
入
る
と
一
種
の
思
想
書
と
し
て
軍
部
に
利
用
さ

れ
た
。

葉
隠
と
い
う
語
源
は
定
か
で
な
い
。
緑
豊
か
な
佐
賀
城
を

護
持
す
る
鍋
島
侍
を
象
徴
す
る
と
い
う
説
、
木
の
葉
が
く
れ

の
雑
談
で
あ
り
、
今
で
い
う
縁
陰
閑
話
を
さ
す
と
い
う
説
、

ま
た
、
西
行
『
山
家
集
』
の
中
に
あ
る
次
の
歌
が
そ
の
語
流

で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
。

「
葉
隠
れ
に
散
り
と
ど
ま
れ
る
花
の
み
ぞ
、
し
の
び
し
人
に

逢
う
心
地
す
る
」(

西
行)

「
葉
隠
れ
に
散
り
と
ど
ま
れ
る
花
」
に
、
中
世
の
真
の
武
士

道
が
あ
り
「
し
の
び
し
人
」
に
耐
え
忍
ぶ
本
当
の
葉
隠
精
神

が
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

葉
隠
と
は

葉
隠
は
、
今
か
ら
約
二
百
九
十
年
前
、
佐
賀
藩
士
山
本
神

右
衛
門
常
朝
の
物
語
を
同
藩
士
田
代
陣
基
が
筆
録
・
編
纂
し

た
聞
書
体
裁
の
佐
賀
鍋
島
武
士
道
書
で
あ
る
。
聞
書
の
内
容

は
、
武
士
と
し
て
、
鍋
島
藩
士
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
、
心

構
え
を
ま
ず
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
歴
代
の
藩
主
、
鍋
島
侍
、

僧
か
ら
町
人
に
い
た
る
ま
で
広
汎
な
人
々
の
言
行
録
を
膨
大

な
説
話
と
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
武
士
道
と
い
う
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」
の
句
で
有

名
な
よ
う
に
、
そ
の
激
烈
な
論
調
で
と
か
く
異
端
視
、
誤
解

さ
れ
や
す
い
書
物
で
は
あ
る
が
、
戦
も
な
く
太
平
の
世
に
て

戦
国
侍
の
気
風
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
こ

れ
を
嘆
き
正
し
い
奉
公
人
、
侍
の
姿
を
真
摯
に
追
い
求
め
た

中
世
型
武
士
道
の
聖
典
と
さ
れ
る
歴
史
的
名
著
で
あ
る
。

当
時
の
儒
学
の
思
想
か
ら
な
る
士
道
と
は
大
き
く
離
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
の
で
藩
内
で
も
禁
書
の
扱
い
を
う
け
た
が
、

徐
々
に
藩
士
に
対
す
る
教
育
の
柱
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
よ
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龍
造
寺
・
鍋
島
家
系
図
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葉
隠
使
用
テ
キ
ス
ト

葉
隠

全
三
冊(

上
中
下)

 

山
本

常
朝
、
和
辻

哲
郎
・
古
川

哲
史

校
訂

■
文
庫
判

■
定
価

６
３
０
円
（
本
体

６
０
０
円

+
 

税
５
％
）

■
岩
波
書
店

１
９
４
０
年
４
月
１
５
日

葉
隠

現
代
語
全
文
完
訳

山
本
常
朝
、
田
代
陣
基
著

水
野
聡

訳

■
Ａ
５
版
上
製

５
２
６
ペ
ー
ジ

■
定
価
４
４
８
０
円(

税
込
価
格
４
７
０
４
円)

■
能
文
社

２
０
０
６
年
７
月
１
日

原文現代語訳
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葉
隠
精
読

「
死
」

聞
書
第
一

二

さ
れ
ば
、
好
き
な
方
に
理
屈
を
つ
け
る
。
も
し
う
ま
く
い
か
ず
に
生
き

残
っ
て
し
ま
え
ば
腰
抜
け
だ
。
こ
の
境
目
が
危
う
い
。
う
ま
く
行
か
ず

に
死
ん
で
し
ま
え
ば
犬
死
で
気
違
い
で
あ
る
。
し
か
れ
ど
も
、
恥
に
は

な
ら
ぬ
。
こ
れ
を
武
道
の
大
丈
夫
と
い
う
。
毎
朝
毎
夕
く
り
返
し
何
度

も
死
ん
で
み
て
、
常
時
死
に
身
と
な
っ
て
居
れ
ば
、
武
道
に
自
由
を
得
、

一
生
落
度
な
く
家
職
も
仕
果
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。

武
士
道
と
い
ふ
は
、
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り

武
士
道
と
は
、
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
。
生
死
分
か
れ
目
の
場
に

臨
ん
で
、
さ
っ
さ
と
死
ぬ
方
に
つ
く
ば
か
り
の
こ
と
。
特
に
仔
細
な
ど

な
い
。
胸
す
わ
っ
て
進
む
の
だ
。
う
ま
く
行
か
ね
ば
犬
死
、
な
ど
と
は

上
方
風
の
打
ち
上
が
っ
た
武
道
の
こ
と
。
生
か
死
か
の
場
面
で
、
う
ま

く
行
く
か
ど
う
か
な
ど
わ
か
る
わ
け
も
な
い
。
人
皆
生
き
る
方
が
好
き

で
あ
る
。
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聞
書
第
二

四
七

唯
今
が
そ
の
時
、
そ
の
時
が
唯
今
な
り
。

葉
隠
精
読

「
死
」
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聞
書
第
二

四
七

の
油
断
、
今
日
の
不
覚
悟
も
、
皆
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
も
の

だ
、
と
話
し
た
。

唯
今
が
そ
の
時
、
そ
の
時
が
唯
今
な
り
。

権
之
丞
へ
話
し
て
聞
か
せ
た
。
た
だ
今
が
も
し
も
の
時
で
、

も
し
も
の
時
が
た
だ
今
の
こ
と
な
の
だ
、
と
。
こ
の
二
つ
を

別
々
に
考
え
る
ゆ
え
、
い
ざ
そ
の
時
に
、
間
に
合
わ
な
く
な

る
。
た
と
え
ば
、
ま
さ
に
今
、
御
前
に
召
し
出
さ
れ
、

「
何
々
の
件
を
今
そ
こ
で
言
っ
て
見
よ
」

と
い
わ
れ
た
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
当
惑
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
二
つ
を
別
々
に
感
じ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。
た
だ
今

と
そ
の
時
を
分
け
ず
に
一
つ
に
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、

御
前
で
言
上
す
る
役
で
は
な
い
と
し
て
も
、
奉
公
人
と
な
っ

た
か
ら
に
は
、
御
前
で
も
家
老
衆
の
前
で
も
、
公
儀
の
お
城

で
公
方
様
の
御
前
で
も
、
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
て
の
け
る
よ
う

に
、
寝
間
の
片
隅
な
り
と
も
毎
晩
口
に
出
し
、
習
っ
て
お
く

こ
と
な
の
だ
。
万
事
か
く
の
ご
と
き
も
の
な
の
だ
。
こ
れ
に

倣
い
吟
味
す
べ
し
。
槍
を
突
く
事
も
、
公
用
の
勤
め
を
す
る

事
も
全
く
同
じ
。
か
よ
う
に
煎
じ
詰
め
て
考
え
る
と
、
日
頃

葉
隠
精
読

「
死
」
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聞
書
第
二

七

仁
は
人
の
為
に
な
る
事
な
り
。
我
と
人
と
く
ら
べ
て
、

人
の
よ
き
様
に
す
る
ま
で
な
り
。

葉
隠
精
読

「
仁
」
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聞
書
第
二

七

さ
ら
に
そ
の
後
気
晴
ら
し
に
で
も
芸
能
を
習
え
ば
よ
い
。
こ

う
考
え
れ
ば
、
奉
公
な
ど
易
き
も
の
。
今
、
少
し
で
も
ご
用

に
立
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
、
せ
い
ぜ
い
外
見
の
三
つ
が
で

き
て
い
る
だ
け
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

仁
は
人
の
為
に
な
る
事
な
り
。
我
と
人
と
く
ら
べ
て
、

人
の
よ
き
様
に
す
る
ま
で
な
り
。

武
士
の
大
略
を
申
さ
ば
、
ま
ず
身
命
を
主
人
に
篤
と
捧
げ

る
こ
と
が
根
元
で
あ
る
。
そ
う
し
た
後
、
何
を
す
る
か
と
言

え
ば
、
内
面
に
は
智
仁
勇
を
備
え
る
こ
と
だ
。
三
徳
兼
備
な

ど
と
い
え
ば
、
凡
人
に
は
及
び
も
つ
か
ぬ
よ
う
に
思
え
る
が
、

や
す
き
こ
と
で
あ
る
。
智
と
は
、
人
に
相
談
す
る
だ
け
の
こ

と
で
あ
る
。
果
て
も
な
き
智
と
な
る
。
仁
と
は
人
の
た
め
に

な
る
こ
と
。
わ
れ
と
人
を
く
ら
べ
て
、
人
の
方
が
良
く
な
る

よ
う
に
行
う
だ
け
で
よ
い
。
勇
と
は
、
歯
を
食
い
し
ば
る
事

だ
。
後
先
考
え
ず
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
踏
み
破
る
だ
け
の

こ
と
。
そ
れ
以
外
の
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
知
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。

さ
て
外
見
で
は
、
身
な
り
、
話
し
方
、
書
き
方
で
あ
る
。

こ
れ
は
い
ず
れ
も
日
常
の
こ
と
な
れ
ば
、
日
頃
の
稽
古
で
身

に
つ
く
こ
と
だ
。
全
体
と
し
て
、
静
か
で
力
強
く
見
え
る
よ

う
に
心
が
け
る
べ
し
。
こ
れ
ら
を
得
た
後
、
国
学
を
勉
強
し
、

葉
隠
精
読

「
仁
」
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聞
書
第
十

四

い
う
こ
と
だ
。
悪
事
が
起
き
て
し
ま
っ
た
後
を
厳
し
く
罰
す
る
こ
と
は
、

人
民
に
わ
な
を
仕
掛
け
る
こ
と
と
な
る
。
火
に
触
れ
る
と
火
傷
す
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
火
に
よ
る
過
失
は
少
な
い
。
水
は
お
だ
や
か

に
見
え
る
の
で
、
溺
死
す
る
者
が
多
い
」

と
答
え
た
と
い
う
。

水
は
心
安
く
思
ふ
故
に
、
溺
死
す
る
者
多
し
。

中
国
の
名
宰
相
、
鄭
の
子
産

の
最
期
に
国
家
の
治
め
方
を
訊
ね
た

人
が
い
た
。
子
産
は

「
仁
政
に
ま
さ
る
も
の
は
な
し
。
さ
れ
ど
、
い
っ
た
ん
国
家
が
治
ま
る

と
仁
政
と
い
う
も
の
は
、
な
か
な
か
敷
き
に
く
い
。
中
途
半
端
に
や
る

と
、
た
だ
甘
く
な
っ
て
、
ひ
き
し
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
仁
政
が
為
し

難
い
時
は
、
厳
し
く
政
を
実
施
す
る
が
よ
い
。
厳
し
く
す
る
と
い
う
意

味
は
、
事
の
起
こ
ら
ぬ
前
を
厳
し
く
し
、
悪
事
を
未
然
に
防
止
す
る
と

葉
隠
精
読

「
仁
」
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聞
書
第
五

十
三

こ
れ
よ
り
見
候
は
、
見
ぬ
分
に
て
候
。

葉
隠
精
読

「
慈
悲
」
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聞
書
第
五

十
三

「
天
下
広
し
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
し
が
仕
え
た
い
主
君
は
、

光
茂
公
を
お
い
て
他
に
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
ご
家
来
の
端
に
お

加
え
く
だ
さ
い
。
禄
な
ど
は
ご
料
簡
次
第
」

と
願
い
出
、
召
し
抱
え
と
な
っ
た
。
こ
の
者
は
前
々
よ
り

公
儀
へ
の
仕
官
を
望
ん
で
い
た
の
で
、
光
茂
公
は
随
身
の
希

望
を
持
っ
て
い
た
が
、
当
人
が
ご
辞
退
し
て
い
た
の
だ
。
さ

ら
ば
ひ
と
ま
ず
雇
い
の
身
分
で
、
と
い
う
こ
と
で
国
元
に

下
っ
て
来
て
い
た
時
の
こ
と
だ
。

こ
れ
よ
り
見
候
は
、
見
ぬ
分
に
て
候
。

慈
悲
深
い
人
柄
で
あ
っ
た
。

「
家
中
の
者
下
々
に
い
た
る
ま
で
、
苦
し
ま
ぬ
よ
う
に
」

と
常
々
願
っ
て
い
た
と
い
う
。

さ
る
年
、
お
雇
い
の
身
分
に
て
堀
田
玄
春
と
い
う
者
が
国

元
に
滞
在
し
て
い
た
。
月
を
読
む
歌
会
、
と
の
趣
向
で
光
茂

公
が
、
東
屋
敷
へ
と
運
ぶ
。
次
の
間
に
は
、
玄
春
、
藤
本
宗

吟
、
恩
田
恕
情
ら
が
列
席
し
て
い
た
。
水
ヶ
江
の
方
角
に
花

火
が
上
が
っ
た
の
で
、
玄
春
は
皆
に
伝
え
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
公
は
立
っ
て
次
の
間
へ
入
っ
て
く
る
。
玄
春
へ
、

「
そ
の
方
禁
令
の
こ
と
を
存
ぜ
ぬ
。
ご
城
下
に
お
い
て
火
の

取
り
扱
い
は
重
い
法
度
と
な
っ
て
い
る
。
今
夜
の
こ
と
は
絶

対
人
に
い
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
外
に
知
れ
て
し
ま
え
ば
、
罰
せ

ず
に
す
む
も
の
で
は
な
い
。
今
こ
の
時
か
ら
、
花
火
を
見
た

こ
と
は
、
忘
れ
て
く
れ
」

と
注
意
し
た
。
玄
春
は
感
涙
を
流
し
、

葉
隠
精
読

「
慈
悲
」
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●
各
回
予
定
テ
ー
マ

第
一
回
「
恥
」

6
話

第
二
回
「
恩
」

6
話

第
三
回
「
忠
節
」

9
話

第
四
回
「
主
従
」

11
話

※
前
編
、
後
編
に
分
け
て
も
可
。

第
五
回
「
家
族
」

6
話

第
六
回
「
ユ
ー
モ
ア
」

9
話

第
七
回
「
僧
侶
」

4
話

第
八
回
「
女
」

9
話

第
九
回
「
義
」

5
話

第
十
回
「
死
」

4
話

第
十
一
回
「
勇
気
」

4
話

第
十
二
回
「
機
知
」

7
話

第
十
三
回
「
心
得
」

8
話

第
十
四
回
「
信
念
」

7
話

第
十
五
回
「
曲
者
」

3
話

第
十
六
回
「
慈
悲
」

5
話

※
以
降
は
、
「
聞
書
一
」
よ
り
順
に
任
意
章
段
を
読
解
予
定
。

今
後
の
「
葉
隠
精
読
会
」
は
、
各
回
テ
ー
マ
に
そ
っ

て
開
講
し
て
い
く
予
定
で
す
。
現
代
日
本
で
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
、
し
か
し
現
代
日
本
人
に
と
っ
て
、
今

も
っ
と
も
必
要
と
思
わ
れ
る
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
定

し
ま
し
た
。

葉
隠
精
読

各
回
予
定
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能
文
社

ご
案
内

いにしえの偉人、達人の知恵と言
の葉のエッセンスを、古典の名言、
名文から汲み取り、分かち合うため
のページです。日本精神文化を代
表する能、茶道、武士道、俳諧、禅
などの古典名著から毎回、名言・名
句をピックアップし、解説とともにお
すすめ作品の本文を現代語訳にて
抜粋、ご紹介していきます。

【言の葉庵】ホームページ

http://nobunsha.jp/

現代語訳 風姿花伝

著者：世阿弥著 水野聡訳
本体価格：950円(税抜)
出版社:PHP

能の大成者世阿弥が亡父
観阿弥の遺訓を基に著し
た、日本最古の能楽理論
書である。日本人にとっ
ての美を深く探求。

葉隠 現代語全文完訳
著者：山本常朝著 水野
聡訳
本体価格：4,480円(税抜)
出版社:能文社

「武士道というは死ぬこ
とと見つけたり」。佐賀
鍋島藩士が聞書・筆録し
た江戸元禄期、武士道の
聖典。

山上宗二記 現代語全文
完訳
山上宗二著 水野聡訳
本体価格：2,300円(税抜)
出版社:能文社

村田珠光より千利休にい
たる茶道の秘伝書。茶道
の正統、珠光流茶道の歴
史的解説書とその集大成。

強く生きる極意 五輪書

著者：宮本武蔵著水野聡訳
本体価格：950円(税抜)
出版社:PHP

宮本武蔵の代表的著作。自
身、二天一流の兵法を書き
表した剣術兵法の伝書であ
る。地・水・火・風・空の
全五巻より成る。

南方録 現代語全文完訳
著者：南坊宗啓著水野聡訳
本体価格：3,300円(税抜)

出版社:能文社

千利休の茶法を伝える秘伝
書。古来数多い茶書の中で
も、最も重要視されてきた
茶道の聖典とよばれる名著。

★2007年3月頃発行予定

奥の細道 現代語全文完訳
松尾芭蕉著 水野聡訳
芭蕉の俳諧紀行文最高傑作。

★2007年末頃発行予定

貞観政要 全和文完訳
水野聡訳
中国唐代「帝王学」の世界
的名著。

次回発行
予定作品


